
原材料 添加物 農薬使用状況 飼養状況 自主検査(相手） 自主検査(自社） その他

成分規格あり

例：清涼飲料水、
　　 食肉製品など

・成分規格検査
  添加物検査など

・検査頻度の設定
  （輸入の都度、年一回等）

・製造工程図
・原産国

成分規格なし

例：菓子、酒類など

・細菌検査
  添加物検査など

・検査頻度の設定
 （輸入の都度、年一回等）

・製造工程図
・原産国

生鮮品 ・原産国

単純加工品
例：乾物など

・乾燥等加工工程
・原産国

穀類
豆類
ﾅｯﾂ類
香辛料など

・自主検査結果
　（農薬、カビ毒）

・カビ毒
  残留農薬検査

・検査頻度の設定
 （輸入の都度、年一回等）

・収穫から乾燥等までの工
程
・原産国
・遺伝子組換え
･放射能

・牧草への使用農薬
　（周辺環境を含む）

・動物用医薬品の
 使用履歴

・飼料添加物

・自主検査結果
（動物用医薬品）

・動物用医薬品検査
・生食用は細菌検査

・検査頻度の設定
 （輸入の都度、年一回等）

・原産国
・放射能

・使用状況

・動物用医薬品の
 使用履歴(養殖）
（周辺環境を含
む）

・飼料添加物

・自主検査結果
（動物用医薬品）

・動物用医薬品検査
・成分規格、細菌検査
・貝毒など

・検査頻度の設定
（輸入の都度、年一回等）

・原産国

・残留農薬検査

・検査頻度の設定
　（輸入の都度、
    年一回初回輸入時等）

　食肉

　魚介類
　（単純加工品含む）

食品分類

加
工
食
品

・製品規格書
　又は
  成分一覧表

・加工原材料については
  その副原材料名

・自主検査結果

農
産
物

・ 使用農薬の
　一覧及び使用履歴
　（周辺環境を含む）

・自主検査結果
　（農薬）

この表は、食品を輸入する際に情報収集しておくよいと考えられる事項と自主検査の内容を主な食品分類別に示したものです。 
これらの情報を可能な限り収集し、アイテムごとに別紙の一覧表や調査票に転記し、ファイリングしておきます。 


